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 午前９時58分開会 

                                          

中川原豊志委員長 

厚生常任委員会を開会いたします。 

本日の日程について御説明をいたします。 

本日は、先般８月に議会報告会を開催した折に、市民からいろんな意見が出ておりまして、

それに関しまして当厚生常任委員会所管の事柄について、議長より、確認してほしいという

申し出がありましたものですから、その件について、３件ほど確認をさせていただきたいと

いうことで、委員会を開催させていただきましたので、よろしくお願いいたします。 

日程につきましては、まず、子育て支援の充実、それから、２番目にがん検診について、

それから、３番目に体育施設の整備についてということで、説明を受けたいというふうに思

っております。 

その後、委員間で協議をいたしまして、議長のほうに報告書を作成したいというふうに思

っておりますんで、よろしくお願いをいたします。 

よろしいですか、そういう日程で。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  子育て支援の充実（子育てマップ、病児保育）について 

 

中川原豊志委員長 

では、早速でございますけれども、まず、子育て支援の充実についてということで、市民

のほうからいろいろ要望、意見等が出ておりました。 

その中で、１つが子育てマップというのがあるんで、その件については「いいですね」と

いう意見も出ておりましたんで、その件について、これは、市民活動の団体でつくられてい

るというふうに思いますが、市執行部として、そのマップとか、また、これに関する、例え

ば、子育て支援のいろんな資料等もあろうかと思いますが、その辺について、今後どうした

がいいのかなっていうふうなのがありましたら、まず、この件について御説明、お考え等を

いただきたいなと思います。 

よろしくお願いします。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 
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おはようございます。 

それでは、初めに子育て支援の充実というようなことで、御意見等々いただいておるとい

うことで、御説明をさせていただきます。 

まず今回、２点、大きく、子育てマップ、それから病児保育というようなことでの御意見、

御要望ということでございます。 

１点目の子育てマップということでございますが、お手元のほうにカラーの印刷物、若葉

小学校区わくわくマップというようなＡ３サイズのやつと、もう一つが、白黒なんですが、

みんなで子育てマップということで、資料として２つお手元のほうに配付いたしております。 

まず今回、子育てマップということで、これは、市民協働推進課のほうが所管しておりま

す市民活動支援補助事業の中で、この若葉小学校区のわくわくマップというものが作成され

ております。 

これにつきましては、民間のサークルであります子育て支援サークルのさくらんぼランド

さん。これは、所在が神辺町ということで、このさくらんぼランドさんのほうが、この市民

活動支援補助事業という事業を活用をされて作成されたマップであるということでございま

す。 

これは、平成30年度に作成をされて、聞くところによりますと、１カ月に5,000部ほど作成

されていると。 

それで、各地区、若葉小学校区内の子育て支援センターとか、まちづくり推進センター、

あるいは幼稚園、保育園というふうなところで配付をされているとお聞きしております。 

このさくらんぼランドさんについては、継続的にこういった事業を行っていきたいという

ことでございまして、平成31年度については、鳥栖地区と鳥栖北地区について、またこのよ

うなマップを作成される予定であるということをお聞きしております。 

一方、本市において、マップというような名称をつけておりますものについては、もう一

方の白黒で印刷しております、これは、いろんな幼稚園、保育園、教育機関、それから、子

育てサークルさんとか、子育て支援に関する機関等々の所在地、あるいは連絡先等を、一応

地図形式に紹介しているようなものでございます。 

現状、こういった紙面で提供させていただいておりますものについては、こういったマッ

プ以外も、子育て支援情報誌等を毎月作成しております。 

そういったものも関係機関を通じて、子育て世帯の方への配付を行っております。 

それと合わせて、子育て支援情報につきましては、市のホームページのほうでポータルサ

イトを設けておりますので、そこでいろんな制度の紹介とか、支援の状況とか、そういった

ものを一括して情報提供をさせていただいております。 
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今後については、基本的には、確かにこういったペーパー等で、冊子みたいな形で配付す

るというのも１つの手ではございますが、どうしてもやはり、こういったペーパーものにな

っていきますと、つくった翌日から情報っていうのはもう古くなってしまいますので、どう

しても日々更新っていうのは……。 

そういうことになっていきますと、なかなか、冊子的なものを毎年、毎年つくるっていう

のも、一定経費がかかりますし、担当する職員等も必要になってくるということにもなりま

すので、基本的な今後の考え方としては、現在ホームページで行っております情報提供、そ

れをメインに、こういう子育てサークルさんがつくられているような情報も合わせてリンク

を張れれば、そこにリンクを張っていきたいと。 

それと、そういう状況にない場合には、こういう資料的なものとして作成されている分に

ついては、データとして取り込んで、今のホームページ上にあわせて御紹介をしていきたい

と。 

それで、今の子育て世代の方っていうのは、基本的にはもう、ほぼスマートフォンってい

うツールをお持ちですので、冊子にするよりも、日々更新されていく内容をタイムリーに情

報提供していくには、やっぱりそういったツールのほうが、経費等もそんなにかかりません

ので、そちらのほうがいいのかなと。 

そういうことで、担当課といたしましては、今後、こういうサークルさんがつくられるも

のについては、できるだけホームページ上に取り込んで、情報提供していきたいという考え

を持っております。 

子育てマップについては、以上でございます。 

病児保育も続けていいですか。 

中川原豊志委員長 

続けてお願いします。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 

よろしいですか。 

次に、病児保育でございますけれども、９月議会でも牧瀬委員のほうから、この病児保育

については、一般質問でお尋ねをいただいております。 

そこでお答えしたとおりなんですけれども、現状、この病児保育については、入院治療を

要しない病気療養中、また、病気の回復期で集団生活が困難な期間に、保護者が就労等で看

病できないというような場合に、一時的に専用施設で保育と看護を行う事業ということで、

病児保育と言っても病児と病後児というような事業がございます。 

御承知のとおり、現在本市におきましては、病児保育というものは、まだ実施できており
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ません。 

病後児保育につきましては、１施設で今、事業はやっておるところですけれども、確かに、

病児保育っていうものについても、ニーズがあるというようなことは認識をしております。 

ただ、これまでの経過につきましては、市内の医療設備のある施設等とか、民間の保育所

等々、事業実施に向けて、いろんな国の補助制度とかも御説明をいたしまして、相談等々を

行っておりますけれども、なかなか現在のところは、進展が図られていないというような状

況でございます。 

確かに、この病児保育については、課題が幾つかございまして、確かに、施設の整備関係、

それから、職員の配置、看護師さん、保育士さん、それから、当然、お医者さん関係、そう

いった、施設的には、小児科ですか、そういう病院で事業を実施できれば一番いいのかなと

は思っております。 

ただ、そういう施設的な問題、人的な問題というような課題がございますので、今後につ

いては、引き続き、これまで御相談をしてきました医療機関も含めて、相談していきながら、

実施に向けて取り組んでまいりたいとは思っているところでございます。 

なお、県内の状況でございますけれども、県内は、今、４市町で５施設が病児保育を実施

されていると聞き及んでおります。 

佐賀市さんが２カ所、それから、嬉野市さん、江北町さん、それと武雄市さんがそれぞれ

１カ所。４市町の５施設で実施をされているというようなことです。 

今後については、こういった先進的に実施されております自治体のお話を伺いながら、実

施に向けて取り組んでいきたいというふうに思っておるところでございます。 

説明については、以上です。 

中川原豊志委員長 

ありがとうございました。 

ただいま、子育て支援関係について説明がありましたので、御質問、御意見御要望等ござ

いましたら、お受けいたします。 

どなたかございますか。 

成冨牧男委員 

質問ですけど、病後児保育と病児保育って、病児保育の中に、病後児保育も概念的には含

まれているんですか。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 

事業としては、一般的には病児保育事業の中に病児と病後児と分かれているというような

ことでございます。 
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成冨牧男委員 

ありがとうございました。 

それで、結局、今、課題を、施設とか職員とかいろいろ言われたけれども、何でひっかか

っているんですか。 

銭の問題。それとも、そもそも施設が鳥栖市の場合、そういう小児科さんが足りないとか。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 

この事業実施をするに当たって、小児科のお医者さんのほうでお引き受けいただくのが一

番理想的かなとは思っていますが、事業実施に当たっては、当然、スペースの確保、まずは、

施設的にスペースの確保が必要である。常時受け入れをするために、そういうスペースをあ

けておかなくてはいけないと。 

やっぱり、市内の小児科さんは、個人病院が多うございますので、そういったところで、

今、そういう空きスペースを持たれているっていう病院が果たしてあるのかなというような

ことがございます。 

それと、施設もそうですけど、そこに当然、お医者さんを含め、スタッフの方が常駐して

おかないといけないということで、そういった人件費等もあります。 

これは、特別保育事業に当たりますので、国、県、市の補助はあるんですけれども、総事

業費に対する、いわゆる手出し部分、事業者さんが負担する経費っていうのが、一定出てく

ると。 

そういうことも含めて考えますと、なかなかスムーズに事業実施ができないというような

状況です。 

成冨牧男委員 

今、一生懸命努力されているのはよくわかりましたけれども、鳥栖市には、これだけ保育

所なり幼稚園があれば、割合的にいうと、そういうことを必要としている人も多いと思うん

ですね。 

そうすると、やっぱり、どげんかしてせないかんわけやけど、今、言われた４市町、そう

いうところで何か特別に工夫されて、それにこぎつけたとか、そこら辺は何か情報はありま

すか。 

林康司こども育成課長補佐兼子育て支援係長 

個人病院さんですので、ここに当たって、事業説明して、受け入れられたっていうところ

が佐賀市さんとか江北町さんはあるかと思いますが、武雄市につきましては、もう市で箱を

つくって、そういった手挙げ方式、病院を呼んでっていうところの事業で展開されてあると

ころはあります。 
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成冨牧男委員 

お医者さんのところをいろいろ差別したらいかんでしょうけど、一般的に、やっぱりこう

いうのは、やる気がある人、やっぱりありますよね、温度差が多分あると思うんです。同じ

小児科のお医者さんでも、非常に熱心な人とそうじゃない人と。 

だから、まず、そこんところを突破せないかんのでしょうけど、合わせて、今、武雄市の

例を出されましたけど、そういう例があれば、そういうのも十分検討して、調査して、研究

していただくということを。 

それと合わせて、さっき、もう一つは、武雄市以外はちゃんとありましたみたいな、自分

のところで、そんなスペースがあったっちゅう意味ですか。やっぱり熱心なお医者さんがお

られたっちゅうことですか。 

林康司こども育成課長補佐兼子育て支援係長 

すいません、ちょっとそこについては、詳細には伺っておりません。 

成冨牧男委員 

ぜひ、さっき言った分と武雄市の例と合わせて、必要性は十分認識していただいておるよ

うなので、そして、努力されているのもよくわかりますので、もうちょっと、そこんところ

を掘り下げて調査していただいて、ぜひ、実現に向けて引き続き努力していただきたいと思

います。 

樋󠄀口伸一郎委員 

子育てマップのさっきの説明なんですけど、考え方としては、ネットとかツールも含みで

すかね、そうした、今の世代に合わせたことで力を入れて考えていきたいということだった

かと思うんですけど。 

個人的には、もう、めちゃめちゃそれがいいと思います。 

ただ、ネットっていうのが、そこにどれだけいいページというか、形をつくっておっても、

例えば、まず、そのホームページに直接飛ぶことはなくて、大体の皆さんが、グーグルとか、

いろんなもので検索をして、言葉でよく言いますよね、ひっかかって、そこに飛べたと。い

ろいろ検索ワードを入れて、ひっかけて飛ぶと。 

だから、ちょっと提案なんですけど、ホームページ主体でいいと思うんですよね。 

そうしたら、ネット上ですので、手数はかかりますけど、お金かけずに更新をしていける

というところはすごくいいと思うんで、市から書かれている物すごく詳しい名前があります

けど、これは、やっぱり更新していくと、たびたび変えないかんし、これをするのにもお金

が要ります。 

だから、例えばなんですけど、変えなくていいような、Ａ４の１枚の、裏は白紙でもいい
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ですし、もうチラシのイメージで、各保育園、幼稚園、小学校、中学校で子育て世代の方が

おられるところに、ずっと変えなくていいチラシですよね、例えば、こういう細かい内容と

か、名前とか、住所は書かずに、ホームページ、インターネット上に掲載をしてますので、

こういうところ、飛び方教えるとか。 

この中に詳しいことは書いていますっていうのだと、もう変えなくていいじゃないですか。 

ずっとホームページがある以上は変えなくていいし、機会を見て、毎年、毎年じゃなくて

も、何か市との交流がある際にそのチラシを持っていって、これをお配りくださいって言う

と、それをひっかけるきっかけになるかなと思うんですよね。 

だから、偶然、子育て支援、鳥栖市とか入れれば、たくさんある中から飛ぶことはできる

かもしれんですけど、その飛ぶための仕掛けをつくるような、更新をしなくていいような広

告というかチラシというか、そこから概要版をつくって、中身に飛んでもらうというような

仕掛けづくりも一緒に考えたらどうかなと思うんですけど、どうでしょうか。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 

ただいまの御意見、確かに非常に大切なことかなというふうに思います。 

情報はたくさんあっても、その情報を取り出せないというのが一番ネックなのかなと。 

そういう意味では、やはり今後、子育て支援に関する情報を市民の皆様方にお知らせする

――市民の皆様方以外にも、鳥栖市に今後転入してこようかなというような人たちにもアク

セスが非常にしやすいような環境というようなことで、当然、そういうことも必要かなとい

うふうには思っております。 

大変貴重な御意見ありがとうございます。 

なお、先ほど説明しました、基本的にはホームページでというようなことを申しましたの

は、１つは、来年度、市のホームページがリニューアルされる予定ですので、今の子育て支

援に関するホームページ上でのポータルサイトも、もう少しアクセスしやすいような、見や

すい形に変えていければなというようなことで、担当の職員とも話をしていますので、そう

いうアクセス方法とか、そういったことも含めて、今後検討してまいりたいと思います。 

どうもありがとうございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ぜひ、よろしくお願いします。 

やっぱりネット上っていうのは、さまざまな情報があって、よく見られている、アクセス

数が上がっているやつから上に上がってくるようになっているんで、偶然でひっかけるって

いうよりも、もう誘導してくるような感じで、ぜひ、ホームページの情報発信をお願いしま

す。 
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藤田昌隆委員 

これに関して教えてくれん。 

ここに掲載されているお店があるやん。 

それで、これは、鳥栖市民活動支援補助事業で作成していますとありますよね。 

それで、ここにお店がずっとあって、青色と、ただパークのところだけに色があるやつ。 

それから、おっぱいも飲ませられますよとか、おむつをかえられますよっち、そういう施

設があります。 

それで、例えば、三宅屋酒店、これは何もないやんね、パーキングも何もない。 

それから、フィッシュ金梅鳥栖鮮魚店、これは、駐車場があります。 

花匠も駐車場があります。 

普通、例えば、子育てっていうか、そういうあれやったら、おむつをかえる場所がありま

すとか、おっぱいをやれる場所があります、こういう店を選定する基準、要するに、これも

結局、補助事業としてお金をやっているわけやけんさ、こういう店の差別にはならんかなっ

ち。 

きちんとやっているところ、やっていないところの判別をつけた上で、これに載せるとか、

その辺は、何か縛りがあると、チェックは。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 

申しわけございませんが、この補助事業につきましては、所管が市民協働推進課になって

おりますので、詳細については把握しておりません。 

申しわけございません。 

藤田昌隆委員 

こういう形で、されてはいいと思うんよね。 

いいから、そのほかにしようと思ったら、これ、最初見て、これおかしいじゃんち思った

ぐらいやけんさ。これを鳥栖市全体に広げるんやったらね、そういうことも――関係ないっ

ちゃ言われたけど、その辺も考えてやってほしいなと思いました。 

それと、ほいじゃあ、これを載せたからといってお金を取っているのか、要するに、広告

と一緒やけんね、これ。 

その２つ。（発言する者あり） 

わかった。わかったけど、実際、出しておるならね、それは、皆さん、こういう委員会の

場に出しておるんだったらさ、それぐらいの質問には答えてくださいよ、本当は。 

以上です。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 
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今の藤田委員の御意見、御要望でございますが、このマップをつくられたサークルさんに

ついても、当然、子育て世代のサークルさんであるというふうにお聞きしております。 

それで、このマップを作成するに当たっては、私ども職員もいろんな御意見等をお聞きし

ておりますので、全くノータッチなわけではございませんので、今後、一応、今年度は鳥栖、

鳥栖北地区、また予定されているとお聞きしておりますので、例えば、マップを作成するに

当たって、またいろんな会議とかに私ども職員の出席要求とかがあるかと思いますので、そ

の際にでもこういう意見がありましたというふうなことは、お伝えしたいと思います。 

以上です。 

藤田昌隆委員 

この評価が高いということやけん、そういう意図があって、そして、広めるためには、そ

の前にもう一回、きちんとすり合わせをやった上で広げましょうということです。 

よろしくお願いします。 

成冨牧男委員 

今の藤田議員のことに関連してですけど、ちょっと私も伺ったことありますけど、かなり

足で稼いで、１つずつ丁寧に、足でそれぞれ回ってつくってあるというふうに直接伺いまし

た。 

だから、今、言われたような懸念は、まず、ないんじゃないかなというふうに思います。 

だから、さっき、見せ方については、いろいろ工夫してできるっちゅう話がありましたけ

ど、そもそも更新された、その更新ができたその内容っていうのを、これだけこまめにやる

っていうのは、やっぱり地域のこういうサークルさんに依存するっちゅうか、やってもらわ

ないと、多分、かなり難しいと思うんですね。 

だから、そこら辺を、このさくらんぼランドさんも要望してあったんですよね。何とか、

提携して、連携してやっていけないかと。一番いいのは、委託、受託の関係でできたら、な

おいいなあみたいな。 

それは、１つは、このペーパーでっちゅうのが前提であったかもしれませんけどね、お金

がかかるから。 

そういうところもありましたので、そういうのも考えていただいて、今後、やっぱりいい

内容になっていますので、これ、鳥栖市全域に広がったらいいと思いますんで、よろしくお

願いします。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 

今の御意見、御要望でございますけれども、今後につきましては、先ほど申し上げました

ように、基本的には、市のホームページを活用してというようなことで考えております。 



 - 13 - 

こういったサークルさん、ほかにもいろんなサークルさんがございますので、そこで取り

組まれている事業、それから、こういうマップも含めて、視覚的に提供できるような素材が

あれば、各サークルさんのほうに、一応私どももコーディネーターがおりますので、そこを

通じていろんな情報をいただきながら、ホームページ上で情報提供をしていくというふうな

ことで今後は取り組んでまいりたいと思います。 

以上です。 

牧瀬昭子委員 

いろいろありがとうございます。 

サークルさんとのやりとりがいろいろあっているんだなというのを、お話聞きながら思っ

たんですけれども、サークルさんとの話の中で、つくられる家庭での御苦労とか、市に対す

る要望とかっていうのが、改めて具体的に何かあったら教えていただけますか。 

林康司こども育成課長補佐兼子育て支援係長 

すいません、ちょっと詳細には、まだそこまではお聞きしておりませんけれども、このマ

ップをつくられる際には、当然、内容の確認とかしていただきたいというところと、配付先

の紹介、案内窓口とかっていうところでの御相談はしておりました。 

牧瀬昭子委員 

ありがとうございます。 

内容の確認っていうのは、多分、中身についてのっていうことでいいんですか。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

先ほど議員さんたちからもお話が出てたと思うんですけど、これをつくるときの一番の御

苦労って、多分、足を運ぶ、１軒１軒に、例えば、こういう事業をされていますよとかって

いうのは、やっぱり行かないとわからないし、利用しないとわからないんですよね。 

それって、すごく時間もお金もかけてつくられているところで、これをぱぱっとこうイラ

ストレーターですることよりも、多分、そちらのほうに時間をすごく割かれていて、載せて

くれませんか、いいですかっていう交渉もすごく大変な御苦労だと思うんですよね。 

それを市が本当に人を派遣してやるとなったら、物すごくお金をかけてすることになるこ

とを、補助事業を使って、すごく安価で作成していただいているのではないかなあというの

を、これを見たときに思ったんですよね。 

それで、議会の市民への報告会のときにこの話が出たのは、つくられた方ではなくて、つ

くっている様子を見ていた市民活動センターの方から、この活動、すごくいいよねっていう

お話があって、報告会の中でこういう話が出ましたよっていう中身だったんですね。 

それで、こういう市民活動されている方たちが地域の中で動き回るということが、子育て
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世代にとって、情報提供になるのがすごくありがたいということだったので、ぜひ、続けて

いただきたいよねっていう話が物すごくあって。 

お仕事されている方たちからすると、やっぱり、１軒１軒ノックして、ここは子供に対し

てどうですかとかっていうのをつぶさに当たるっていうのは、とても無理なことなので、こ

ういった活動を通して、子育て世代の方たちがより行きやすい場ができるっていうことをす

ごくおっしゃっていただいたのがありまして、さっき、お話ありましたけど、できるだけそ

ういった活動を続けてもらいたい。 

これから更新していく形っていうのを、市が本格的に考えますということであれば、これ

を例えば、ＰＤＦでぱって載せるのはすごく簡単なことだと思うんですけど、それって本当、

さっきおっしゃったみたいに、古くどんどんなっていくので、これ自体がマップの中に、１

個１個の情報が、ぴっと押したら検索できて、情報が出てきて、その情報自体がまた古くな

ったら更新できるっていうふうに、差しかえがすぐできるように。 

それで、それっていうのは、やっぱり、情報をつくり出す人とその情報持ってくる人と両

輪があってこそだと思うので、そのあたり含めて、どんなふうにされていくのかっていうの

を……、載せるっていうのは、ぱって、ぴってくっつけるだけなのか、今後見越した上でや

っていくのかっていうのは、どっちを考えてあるのかっていう事を知りたいんですけど。 

江嵜充伸健康福祉みらい部理事兼次長兼こども育成課長 

今後のことでございますので、具体的にこういうふうにやっていきますよっていうような

考えは、現段階では持ち合わせておりませんが、やはり、今議員から御指摘があったように、

情報を収集するというようなことが、一番時間も手間もかかるというようなことは理解して

おります。 

そこまで行政のほうで、私どものほうでやるとなれば、相当な人力、時間が必要になると、

なかなか担当課のほうでできるようなことでもないと。 

そこは一定、こういう子育てサークルさんのお力をかりながら、いろんな情報提供を今後

進めていきたいというふうに思っております。 

そこは、どういうふうなやり方が一番いいかというのは、今後また検討させていただきた

いかなと思っております。 

牧瀬昭子委員 

どうもありがとうございます。 

お母さんたちも、子供さんがどんどん大きくなっていく中で、パートに出るか、この活動

を続けるかのはざまにあるなっていうのがあって、それで、やっぱり、もう本当、ただでや

っていて、意気込みだけで今はやっていらっしゃるんですけど、本当に鳥栖市がこれが必要
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だということであれば、ぜひ、さっきおっしゃっていただいたみたいに、実現していただき

たいなと思っています。 

すいません、要望でした。 

中川原豊志委員長 

では、子育て支援関係についてはよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  がん検診の近隣自治体の近年の実施状況や受診率について 

 

中川原豊志委員長 

では、続きまして、がん検診の件についても、がん検診を充実してほしいという意見だっ

たり、がん検診、無料でやっているというのは、いいよねっていう話もございましたので、

がん検診の現状について、まず、御説明をいただきたいというふうに思いますんで、よろし

くお願いします。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

それでは、がん検診について御説明をいたします。 

まず、近隣自治体におけるがん検診の実施状況について御説明します。Ａ３の近隣市町の

がん検診実施状況をごらんください。 

表の縦が、検診の種類とクーポン事業、横が近隣市町名になっております。一番左が鳥栖

市になっております。 

本市におきましては、がん検診は６種類、保健センターで行う集団検診と、あと乳がん、

子宮がん検診につきましては、医療機関での個別検診も実施をいたしております。 

鳥栖市の集団検診は、全部無料となっておりまして、個別健診につきましては、自己負担

が必要になっております。 

また、クーポンのところを見ていただきますと、国の補助事業として、そこ、国って書い

ているところが、年齢が、子宮がんのクーポンにつきましては、20歳、それから、乳がんに

つきましては、国が40歳の方に補助事業としてクーポンを送付しております。 

それで、本市におきましては、国のこれらの対象者に加えて、５歳刻みの方にも独自に無

料クーポンを送付しておりまして、無料クーポンを使いますと、個別検診も無料で受診をす

ることができるということになっております。 
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ほかの市町を見てみますと、実施状況はほぼ同様でございまして、久留米市、佐賀市にな

りますと、個別検診が子宮、乳だけではなくて、全部のがんだったりとか、本市より多くの

種類のがんを個別検診として実施しております。 

自己負担額につきましては、それぞれの市町で決めておりますので、金額はばらばらにな

っております。 

続きまして、がん検診の受診率でございます。Ａ４のグラフになっているものをごらんく

ださい。 

各がん検診の平成28年度から30年度までの受診率を出しております。 

前立腺がん検診につきましては、健康増進法に定められているがん検診ではございません

ので、ほかの市町の受診率が出てないために、ここには、グラフにはなっておりません。 

それから、国におきましては、平成28年度と29年度、県におきましては、平成28年度しか

まだ受診率が出てないということですので、そのような表示になっております。 

ごらんいただきますと、胃がん、大腸がん、肺がん検診は、ほかの市町と比べて受診率が

低く、乳がん、子宮がんにつきましては、他の市町より高い受診率となっております。 

なかなか受診率が上がらないのが悩みでございますけれども、この受診率を出す母数の対

象者数っていうのが全住民となっておりまして、市の検診だけではなくって、職場で受けて

いる方という方も母数のほうには含まれております。 

本市のように就業者が多い市町におきましては、受診者数がふえても受診率の数字が伸び

ないという状況になっている１つの要因と考えられます。 

それで、今後につきましては、全てのがん検診を同日に受けられるフルコースの日、これ

が大変好評でございますけれども、この日を年々ふやしております。 

それから、健康診査とフルコースを合わせた日もふやしております。 

あと、がん検診は全て予約制でございますけれども、予約時には、当日の受付時間を区切

って予約をとっておりまして、なるべく待ち時間を短くして、混雑せずに受診できるように

したりと、毎年いろいろと工夫を行っているところでございます。 

また、胃がん検診につきましては、胃内視鏡検査も取り入れられるように、現在、医師会

と協議をしているところでございます。 

令和２年度からは、検診の予約もウエブ予約ができるようになりますので、若い世代の方

もぜひ利用をしていただきたいと思っております。 

説明につきましては、以上でございます。 

中川原豊志委員長 

ありがとうございます。 
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今、説明がございましたんで、確認したことや御意見等ございましたら、お受けいたしま

すが、いかがですか。 

藤田昌隆委員 

集団と個別に分けてあるんやけど、集団っちゅうのは、例えば、柚比地区なら柚比地区の

呼びかけとか、例えば婦人会なら婦人会とか。そういう、集団の定義っちゃあ、どういう定

義。例えば、何名以上とかは集団ですよとか。 

まずそれを。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

場所を１カ所に決めて、そこに受診者の方が集まっていただいて行うのが集団検診で、各

医療機関で、それぞれの希望する医療機関で受けていただくのが個別検診というふうになっ

ています。（発言する者あり） 

極端に言えば、うちが設定した、この日にしますよっていうところを希望される方が、も

しお一人しかいなかったら、集団検診の受診者が１人でございましたっていうことにはなり

ます。 

藤田昌隆委員 

ほんじゃ次の質問。 

今、企業の、もう一緒に入っているっち言うとったろう、胃がんとか、普通、企業は、例

えば、３月とかに健康診断しますと、会社としてせないかん。 

その中で、定期健康診断を受けて、それから、がんのおそれがあるとかね、大腸がんのお

それがあると。それで、そこから振り分けられて、今度は個別にっていうか、病院に行きま

すよね。 

だから、この集団には、恐らく企業の人、あれは、数、入っていないと思うんよ。 

それで、さっき入っているようなことを言われたんで、そこはどう。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

企業等で受けられた方の数が入っているのは、対象者数のほうでございます。（「何て」と

呼ぶ者あり） 

対象者数。 

結局、全住民の数の中に入っているということでございます。 

藤田昌隆委員 

最後。このがん検診実施状況で、いろんな無料とか、ここ、一覧表であるやん。これを市

報とかに、がんがん載せたほうがいいと思うんよ。 

それはなぜかと言うと、唐津市に次いで２番目に、いろんな無料、やっています。 
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要するに、みんな、久留米市とか、小郡市とか、もう当然、向こうはただやろうと、先に

進んでいると思っとるんやけど、とんでもないと。唐津市から次いで２番目。これを市民は

知らんと思うんよ、恐らく知らん。 

私も初めて、久留米市とか小郡市が、何やこれっち思ったぐらいやけん。 

だから、さっき言った、検診率を上げるためにも、私は、この一覧表を市報で、毎年３月

ぐらいに、健康診断とかする前に、私は載せるべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

ありがとうございます。 

鳥栖市が無料っていうことは、５月に全戸配布で、「受けないなんてもったいない」という、

このチラシを、全部０円ですっていうチラシを配っておりますので、ある程度市民の方は御

存じだと思うんですけど、ほかの市と比較して、ほかの市は無料じゃないのに鳥栖市は無料

だよっていう、そこのＰＲは、ちょっとこのチラシでは、まだうまくできていないところも

あります。 

ただ、これを載せるかどうかっていうことは……、（「いやいや、載せていいじゃん。何か

問題ある」と呼ぶ者あり）そこら辺は、ちょっとまだ、ほかの市町との関係もございますの

で。 

藤田昌隆委員 

ほかの市町っち、これ、ちゃんとどこの市町も出しとるわけやろうもん、こういうやつは。 

いや、それをわざわざ、聞いてみないとわからんとか、そりゃあおかしかろうもんって。 

それで、みんなこれ、無料というのは、大体してある。ただ、しておるだけで、ほかの市

町と比較して、ただ、どこも一緒たいって思いよったら、受けんわけたい、ありがたさがわ

からんで。 

ほかの市町より鳥栖市はきちんとやっていますよと、それをアピールするために、ほかの

市町との比較表を出したがいいっち、そういう意味ですよ。 

だから、もうほかの市町に聞かんでも、あんたたち、こうしてしよるっちゃけん、それを

出しましたよっちゅうだけで、事後報告でもいいくさい。頑張りなさいっち、あんたたちも

って、そういう意味でもね。 

以上です。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

ありがとうございます。 

そこら辺のＰＲは、もっと強くしていかなくてはいけないと本当に思っております。 

それで、この出し方につきましては、ちょっとこのままではなくて、また表現方法も考え
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ながら、ＰＲの方法も考えていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。（「ぜひ、

がんばってください」と呼ぶ者あり） 

成冨牧男委員 

事業所の分は把握できないという話だったんですか、さっきの。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

以前は、その就業者数というのを引いたところでの対象者を出すようになってたんですけ

れども、国のほうがその対象者数の算定方法を変えまして、もうそういうことは全く関係な

しに、全住民を対象者数にするようにっていうことになりましたので。 

本当は、もう企業のほうで受けてあって、市の検診の対象者からは外してもいいような方

が、その対象者数のほうに入ってきていますので、なかなか数字として受診率が上がってい

かないということはあります。 

ただ、受診者数につきましては、平成29年度から30年度にかけては1,105名、人数はふえて

おります 

成冨牧男委員 

私、わかっとらんと思うけど、もう一回。 

把握できるかできないかっていうのは、事業所にお勤めの方については、把握できる。 

できるけど外すということ。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

事業所で受けているか、受けていないかについては、把握はできません。 

成冨牧男委員 

そうすると、無料と、把握できないっていう、事業所にお勤めの方については、無料との

関係でいうと、無料の恩恵は受けられると。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

がん検診の対象者は、全ての市民になっておりますので、お勤めされているとか、されて

いないとかに関係なく、例えば、企業においても、がん検診が胃がんだけしかないとか、肺

がんだけしかやっていないっていうところもあると思いますので、そういう、自分のところ

の職場にはないがん検診については、市のほうの検診を受けていただくことになります。 

中川原豊志委員長 

受けてもいいということで。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

受けてもいいっていうことです。 

成冨牧男委員 
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だから、その事業所さんが、ここにあるような無料の検診の分を全部事業者として賄える

っちゅう前提の場合は、その無料っていうのは、その人たちには無料という恩恵っちゅうよ

りも、それは、事業所さんがやること、事業所さんがそっちの立場でやるっちゅうことにな

ると。 

中川原豊志委員長 

休憩します。 

 

  午前10時50分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前10時52分開会 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 

成冨牧男委員 

要は、鳥栖市の住民が事業所以外で、ここに書いてあるような検診を受けたときには、無

料になりますよっていうふうに理解しておけばいいとかな。 

市民がここに書いてあるような検診を受けたときには、無料になりますよっていうことだ

けを理解しておけば、それ以外は、もう向こうで……、事業所のね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

わかりました。 

牧瀬昭子委員 

受診をしたくない人って、どんな気持ちでしないのかなっていうのは、何か押さえてあり

ますか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

何年か前に、国保と一緒にアンケートをとったことがありまして、自分は健康だからって

いうのが多かったのと、行く暇がない、それから、怖いのが主な理由だったと思います。 

牧瀬昭子委員 

押さえていただいているということで、よかったなと思いました。 

私もこの中の１人だなと思って、例えば、先ほど無料ですって言われたときに、怖さとか、

健康だからとか、暇がないとかっていう人たちに、無料ですからっていうのが、どのぐらい

響くかなっていうのがちょっと気になったところで。 



 - 21 - 

お話を国保のほうで聞いたときに、インセンティブとペナルティーの話を聞いて、やっぱ

り国民健康保険がどんどん値上がっていってしまっていることに対しては、ええって思うん

ですよね。 

自分は暇もないし、病院にもかかってないし、診断さえも受けていないっていう人たちか

らしたら、何にも得にもなってないのに、どんどん値上がっていっているっていうのは、お

かしいじゃないかと思うけど、検診には行かないっていうのは、保険料が上がっていってい

るかもしれないっていうのが伝わっているかなあっていうのが、そのあたりとかっていうの

を聞いたときに、上がるならいかんやん、インセンティブつけないかんやん、ペナルティー

ならんほうがいいやんっていうのを知らなかったので。 

もうちょっとその辺を伝えると、国保、上がりますよみたいな、このままだとあなたの国

民健康保険、どんどん値上がってしまいますからっていうのを、その辺の情報をもう少し知

らせると、怖さっていうよりも、伝わるものって何かないかなと思ったんですけど、いかが

でしょうか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

牧瀬委員のおっしゃるとおりだと思います。 

それで今、いろいろ健康診査の受診勧奨にも訪問とかに行っておりますので、そのときは

そこら辺の説明もして、予約をとったりですとかをしておりますし、忙しい方については、

先ほど申し上げたように、フルコースっていう１日で全てのがんができるっていう、そうい

う日の日数も大分ふやしたりとか、そこら辺の工夫をしておりますので、検診の必要性って

いうのは、もっともっと市民の方に丁寧に説明をしていかなくてはいけないと思っておりま

す。 

藤田昌隆委員 

今のに関しては、同意しますとか、おかしくない。 

いや今、牧瀬議員が言ったことに同意しますとか言われたけど、医療費が上がると、何で

こうわざわざ無料にしてしよるかって、わかっていないの。わかっているんやろうもん。 

要するに、予防と、がんになって、早期治療、本当にがんになってしまって、どんどん進

行したやつは、多大な医療費がかかるわけですよ。だから、早期発見のためにこれをやっと

るっちゃけんさ。 

それに対して、行きたくないとか、暇がないとか、そういう人に関しては、それはしよう

がないやろうもん。本人が行きたくないっち言いよるっちゃけん。 

それを、同意しますとか、おかしかろうもんっち、違うっち。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 
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同意って申しますか、がん検診とかを受診勧奨する１つの理由っていうか、それは、議員

が言われたことも１つあると。 

ただ、がん検診をやっている一番の目的は、がん検診で早期発見、早期治療による、がん

による死亡を減らすっていうことが、まず、一番の大きな目標としてあるわけです。 

そのためにやっておりまして、そのためには、受診をしていただかないことには、がんも

発見できないし、早期治療もできないということですので、受診をお勧めする１つの要因と

しては、そういうペナルティーのお話もしていかなくてはいけないと思います。 

藤田昌隆委員 

言葉の言い方やけど、がんを治す、重篤ながんと初期がんと、さっき、何遍も言いますけ

ど、お金ですよね。１カ月も２カ月も３カ月も、ずっとがんで、医療費だけぼんぼん上がっ

て。 

だから、結局、がんを治す、同じ治すにしても、短い期間でしましょうと。 

今言った、がんを治すじゃない、がんを治す期間を短くしましょう、それによって、医療

費を抑えましょうと、そこよ。 

今、がんを治すことが最終……、まあ最終的にはそうかもしれんけど、その手前やもん、

本来の目的は。 

そう思う。以上。 

中川原豊志委員長 

答弁は要りません。言いたい放題言っています。 

ほか、御質問、よかですか。（「もう言うな」と呼ぶ者あり） 

牧瀬昭子委員 

そういう意味ではなかったので、もちろん、その早期っていうところはわかった上で、だ

けど、行くのが怖いっていうのはあるので、それに対して無料って幾ら言われたとしても、

その怖さの半減にはなるのかなという疑問が湧いたわけですよ。 

それは幾らであろうが……、ここでのやりとりは全然、ちょっと、ごめんなさい、質問な

ので、済みません。 

それで、がん検診の受診の目標値っていうのは、鳥栖市の中ではありますか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

鳥栖市っていうか、国で決めた目標がございまして、胃がんと大腸がんと肺がんについて

は40％、乳がんと子宮がんについては50％という目標がございますので、鳥栖市におきまし

ても、この目標値に向かって、今、いろいろな取り組みを行っているところでございます。 

牧瀬昭子委員 
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目標値を聞いてびっくりしたのですけど、すいません、この中で前立腺がんの分っていう

のは、グラフにないのは、何ででしょうか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

先ほど申し上げましたけれども、前立腺がん検診につきましては、健康増進法に定められ

ているがん検診ではございませんので、各市町が受診率を出していないということで、この

比較のグラフには、載せておりません。 

ただ、本市におきましては、平成30年度の前立腺がん検診の受診率、69歳までの方につい

ての受診率は6.6％になっております。 

牧瀬昭子委員 

すいません、ちょっと聞き損なっていた部分で、補足をありがとうございました。 

それで、思ったのが、胃がんが6.何％とかで、大腸がんが5.何％で、肺がんが５％とか4.8％

で、子宮がんと乳がんに関しては、20％を超えるような形なんですけど、この差は何だとお

考えでしょうか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

胃がんとか大腸がんとか肺がんについては、先ほどから出ております企業で行っている検

診も結構多いのではないかなと思っております。 

それと、あと子宮がんとか乳がん検診につきましては、結構マスコミで有名な方が乳がん

子宮がんになったりですとか、乳がんのときの映画、あのときもまた、がばっと受診者数が

上がったりとか、そういう影響もかなり大きいのではないかなと思います。 

牧瀬昭子委員 

ありがとうございます。 

その映画も見ましたので、それだったら納得がいくなとは思ったんですけど、鳥栖市自体

でのがんの種類で一番亡くなるケースというのは、どんながんが一番多いんでしょうか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

平成29年が直近ではございますけれども、鳥栖市におきましては、一番多いのが気管支及

び肺の方が部位別では一番多く、その次が胃がんですね。 

その次が大腸がんという順番になっております。 

牧瀬昭子委員 

ありがとうございます。 

先ほどの乳がんの映画がとかっていうことは、要するに、なったらこうだよっていうのが

目に見える形でわかる、それで、治ったという方の話も聞く、じゃあ早目にとかっていうこ

との情報が入ったからこそ、やっぱり行かなきゃなっていうふうにつながって、逆になった
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ときの怖さっていうのにすりかえて、なる前に受診をって、なってもすぐに、とかっていう

ことを、情報としてぱっとこう入ってくると思うので、肺とか胃とか腸というのが高いので

あれば、なられたときの大変さとかっていうのとか、早めに見つかったからこうだったよと

か。 

これも議会報告会でこの話が出たときに、こういうのをやってくださっているのがすごく

いいねっていう話が出た中で、自分もこれをやったからこそ、次につながったとか、早く見

つけられたので、早く治療ができたとかっていう声がもともとあったんですよね、よかった

と。 

それをもっと広めていってほしいという話があったので、どうやったら広まりますかねと

いう話が出ていて、同じように受診率が伸び悩んでいるって話が出ていたので、そういった

のを市民の声として広げるとかっていうことも、ぜひ同時に進めていかれてはどうかなと思

ったものでしたけど、どうでしょうか。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

そうですね、今、全戸配布しているチラシですとか、個人通知も出しておりますので、そ

ういうチラシの中にそういう体験談を入れるとか、そういうふうな工夫を考えていきたいと

思います。 

中川原豊志委員長 

いいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

私のほうから。 

国保加入者の受診率というのはわかるんですよね。 

例えば、市が胃とか肺とか40％というふうな目標を持っていても、市民全体からすると６％

とか、その辺しかない。企業に勤める方のデータが入ってこんもんだから。 

国保加入者であれば、どのぐらいの受診率になっているかというのがわかれば。 

坂井浩子健康増進課長兼保健センター所長 

平成30年度の国保の方の受診率ですけれども、大腸がんが11.3％、肺がんが10.7％、子宮

がんが28.4％、乳がんは20.6％、胃がんにつきましては、50歳から69歳の受診率しか出して

おりませんけれども、全受診者では7.1％が、国保の方については12.0％。 

それと、国保の方のほうが全体よりもちょっと受診率が高いという状況にはなっておりま

す。 

中川原豊志委員長 

ありがとうございます。 
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それにしても、低いかなっていうところがございますんで、今、皆さんからいろいろ御意

見をいただきましたけれども、せっかく鳥栖市は無料にしているんで、もったいないなとい

うチラシをつくっていただいております。 

まずは、行かれたことがない方、行ってみてください。 

俺も考えます。まだ１回しか行っとらんっちゃん。 

まず、受診をしていただきたいというふうに思います。 

それと、議会報告会の中に、バリウムよりも、もう胃カメラの時代じゃなかねっちゅう話

があったんですよね。 

でも、そういう内視鏡のほうも今、考えているということですんで、ぜひ、内視鏡で検査

できるようにしていただきたいなと、進めていただきたいというふうに思っております。（「内

視鏡は高すぎろうもん」と呼ぶ者あり） 

そいけん、今、進めているって言ったやん。 

それでも無料にするなら、まだいいと思いますんで、よろしくお願いします。 

じゃあ、よろしいですか、がん検診等については。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  体育施設（体育館・グラウンド等も含む）の整備計画について 

 

中川原豊志委員長 

続けていきます。 

次に、スポーツ施設の整備についてということで、体育館や陸上競技場、野球場等の不足

があるんで、せっかく鳥栖市はスポーツ宣言都市もしているにかかわらず、施設が少ないな

という話が議会報告会の中でもありましたので、まず、そういった関連の改修計画、整備計

画と、今後、グラウンドの増設とかの考えがあるかどうかについて、御説明をお願いします。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 

体育館の、まず空調の今後の改修計画ということにつきましては、６月の西依議員の一般

質問にもお答えしておりますけれども、当然、最近の猛暑の中で、体育施設に空調が入って

いないということで、体調を崩される方とかいらっしゃいますし、空調設備が必要であると

いうのは認識しております。 

そういったことも含めまして、令和５年に国民スポーツ大会が佐賀県で行われまして、鳥
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栖市では、体育館ではバレーボール、空手道を受け入れることとしております。 

その関係もありまして、施設改修等につきましては、国の社会資本整備交付金の対象事業

ということもあります。 

そういった国の補助等を活用しながら、体育館の改修を図っていきたいということで、今、

計画をしております。 

その計画の内容につきましては、まず、体育館につきましては、来年度に外壁や屋根の改

修、それから照明等の改修、トイレ、更衣室等、空調も含めてですけれども、そういった改

修に伴う設計の予算化をお願いしたいというふうに考えております。 

実際の工事につきましては、令和３年度以降に実施をしていきたいということを考えてお

ります。 

今、空調の今後の改修ということで、設計の中でお話をしましたけれども、現段階では、

内部で空調の改修について議論をしているところでございまして、方向性としては、改修の

中で空調設備を設置するということで、今、議論を進めているというところでございます。 

ですから、はっきりここで、できますということは明言できませんけれども、方向性とし

ては、空調を設置する方向で今議論を進めているということで、来年設計を上げて、工事を

進めていくいうことでございます。 

空調設備につきましては、市民体育館は昭和51年の建物でございまして、当時、空調設備

をつけるということでダクトが設置をされております。 

調査の結果、そのダクトを使えるんではないかと、使えるという報告も受けておりますの

で、そのダクトを活用した空調と、それから、輻射式というのがありまして、水を冷やした

りとか温めたりしたのを循環させて、その熱で冷やす、暖めるという輻射式パネルという方

法もあります。 

ですから、そういったものを複合してつけるケースとか、それだけとか、ダクトを使った

空調とか、いろんな手法があるかと思いますので、それも含めて議論を進めているところで

ございます。 

要は、イニシャルコストとランニングコストを比較しながら、今後、有効的に活用できる

ような空調を設置してしていきたいということで、今、進めております。 

続きまして、陸上競技場の今後の改修計画ということでございます。 

これについても、６月議会、伊藤議員の御質問にお答えしておりますけれども、現在、日

本陸上協会の第４種公認という形で認定を受けております。 

これが昨年の３月に更新をしておりまして、この公認期間が５年ですけれども、４年後に

は更新をしなければならないという状況でございます。 
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前回の公認検定を受ける際に指摘を受けておりますのが、まず、フィールドの芝生。そこ

の部分が、平成８年、県だと思いますけれども、つくっておりますけれども、それから目土

等をやって、芝生の高さがどんどん上がってきていると。今、30センチほどは高くなってお

りますので、それを削らないと公認はとれませんよということでございます。 

要は、陸上のフィールド競技ができないという御指摘を受けております。 

それから、円盤投げ、ハンマー投げの囲い、鉄製の囲いがありますけれども、そういった

ものを更新をしなきゃならないとか、いろんな宿題をいただいております。 

もう一つは、その後判明と言いましょうか、ルールが変わりまして、陸上競技場のレーン

幅、今、1.25メートルのレーンでつくっているんですけれども、国際ルールの変更で1.22メ

ートルになっております。 

３センチ、レーンが狭くなったということもありまして、４年後の更新時期には、そのレ

ーンを改修しなきゃならないという命題もあります。 

そういった中で、我々としては、今、鳥栖の陸上競技協会と打ち合わせをしておりますけ

れども、特に鳥栖市の場合は、アンツーカー、いわゆるれんがの土ということで、雨天時が

非常に使いづらいということもあって、大会は大体佐賀の陸上競技場とかであるんですけど、

本番と練習する場所のトラックが違うということで、非常に御不便をかけているということ

はうかがっておりますし、そういった不便をなくすためにも、全天候トラックにしてほしい

という要望を受けておりますので、４年後の改修に向けましては、全天候トラックにしたい

ということで、今、話を進めております。内部でも議論を進めているところでございます。 

そういった形で、トラックについては、全天候舗装への改修、それから、フィールドにつ

いては、芝のピッチの切り下げ、そういった形で今、計画をしているところでございます。 

次に、野球場の不足に関しての今後の考え方ということでございます。 

これについては、いろんな議論、御要望等があるかと思います。 

野球場に関しましては、市民球場と基里運動広場が一般の社会人ができる野球場として、

２カ所しかないということでございます。 

ほかに、競馬場南側に鳥栖のリトルのほうが専用球場を持ってらっしゃいますので、それ

も活用というのもありますけれども、儀徳町の運動広場や市役所のグラウンドが一般野球が

使えなくなったということで、非常に活動の場が狭まったというふうに認識をしております。 

そういった形で、当然、当課といたしましては、そういう球技場、野球場が不足している

のは、十分認識をしております。 

しかしながら、その場所――場所っちゅうのは、土地の確保がまず必要だなというところ

もございますし、ソフトボールとか、野球とかいろんな専用球場がいいのか、多目的運動広
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場がいいのかという議論もありますので、そういったところは、関係機関と協議をしながら、

どういった競技場、野球場が必要なのかも含めて議論して、将来的には、設置をしていきた

いなと――当課としては、思っております。 

当然、それには財源確保も必要でございますので、そういったところを含めて協議をして、

将来的には確保をしていきたいなと考えているところでございます。 

以上でございます。 

中川原豊志委員長 

今、説明が終わりましたんで、御意見や御要望等ございましたらお受けしますが、いかが

ですか。 

藤田昌隆委員 

ごめん、体育館とか、グラウンドとか、野球グラウンドとか、陸上競技場、これ、もうず

っと前から出ているわけよね。 

それで、佐賀国体があるという中で、早く、国体の金を使ってでも、いろんな補助金のメ

ニューを引っ張り出して、してくださいと。これ、ずっと言ってきているのよ。 

それで、今、グラウンドだって、陸上競技場だって、芝の問題も出ている。芝の問題も、

サッカー場のあそこから提案しとるわけよ。 

おかしかぜと、一人で、素人ばっかりで、できるわけなかろうもんて。 

そん中でまた、今からまたどうのこうのとか言いよるけど、今まで大体、何ばしてきたと。 

いろんな提案というか、一般質問の中でもずっとしてきた、その中で、国体を利用してど

うのこうのっちゅうが、やっと体育館が今、空調の問題が出てきて、じゃあそれをしようか

なと。 

それから、野球場のセンターを。 

それぐらいじゃないですか。 

だから、大きな問題ちゅうのは、ほかの問題もきちんと答えも出ていないし、もう６年も

７年も前からスポーツ施設に関しては、ずっと言ってきているんやけど、何も進んでいない

ような気がする。 

それで、野球場の不足だってさ、もうこれも早うからわかっていたし。 

今から、土地の問題、それから、お金の問題っち言われる、もちろんそうやけど、その辺

も含めて、国体、いろんな利用できるものをしてくださいと、したほうがいいよ、だからメ

ニューを探してくださいよっち言っているんやけど、何もできていないって。 

その辺は、本当に国体を利用してする気があるのか、ちょっと教えてくれんね。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 
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市民体育館につきましては、先ほど申し上げましたとおり、国体の受け入れ会場として整

備を進めるようにしております。 

野球場につきましても、高校野球の軟式の会場となっておりますので、野球場についても、

国体の補助を活用して行うとしております。 

あと、サッカーに関しては、鳥栖スタジアムと北部グラウンドでやりますけれども、これ

に関しては、施設改修については基本的には考えておりませんけれども、あと、ちょっと、

まだ公式には決まっておりませんけれども、ゲートボール、これは公開競技になります。 

国民スポーツ大会でゲートボールというのがありまして、これは正式競技ではなくて、公

開競技、もう一つ下のランクの――下というのは失礼ですけれども、公開競技として、一応、

県のほうから鳥栖市で開催をしてくれという要請を受けております。 

場所につきましては、実は陸上競技場を予定しておりまして、これを受けることによって、

陸上競技場が国体の補助を使って改修ができるということで、今、受け入れる準備を進めて

いるという状況でございます。 

それによって、今、申し上げました体育館、球場、陸上競技場が国体の補助、県の補助を

活用しながら施設改修ができるということで、準備を進めているという状況でございます。 

新たな球場につきましては、それこそやっぱり補助の関係とか、当然、調査研究をしなく

なりませんので、場所の確保を含めて、事業手法を検討して進めていかなきゃならないのか

なと思っております。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員 

前、奈良国体があるけんって、奈良のほうに電話したことがあるんよ、聞いたんよ。 

そうしたら、補助メニューっちゅうのは、新設でするのは、非常に難しいと。しかし、い

ろんな改修は、いろんな補助メニューがありますよっち、そういう話を聞いて、俺、一般質

問の中でしたわけよ。 

それで、今、言われたけど、さっき言った、奈良が言ったような、いろんな補助メニュー

があるから、下手に新しくつくるよりは、改修したほうがいいですよっちいう助言まで受け

たわけよ。 

そいばってん、どうも今の……、確かにほんの一部だけ、ちょっとかいつまんでもらった

だけで、本当の金の使い方やない、要するに、補助金の取り方ではないかなあと、違うよう

な気がする。いかがでしょうか。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 

奈良県がどういう意味でおっしゃったか、ちょっとわからないんですけれども、確かに、
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補助があります。 

しかしながら、その正規団体、日本の中央競技団体の視察を受け入れて、そのときに指摘

を受けた事項については、補助の対象になるんですけれども、要望とか、こういうふうにし

てくださいとか言われた分については、補助の対象とはならないということになっておりま

す。 

そういった関係で、非常に我々としては、その指摘と要望の事項の境があるもんですから、

そこが指摘事項として上がっていないと。 

今回の体育館についても、冷房設置については、指摘事項ではない、要望事項になってお

り、要はその会場としてコートはできますよということですから、競技団体として、それを

指摘事項としては言えない立場にあるというふうに聞いております。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員 

ちょっと待って。その指摘事項ちゅうのは、相手が気づかんやったら出てこんわけよね。 

気づかせるための、そのための話し合いを現場でするっちゃけんさ、それは相手が気づか

んやったら何もできませんっち言いよるとと一緒やないか。 

違うやろもん。こういう問題がありますとか、そういう会議をしよろうもん。 

その中で相手が指摘してこんと何もできませんっち、おかしかろうもん。 

中川原豊志委員長 

休憩します。 

 

  午前11時24分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時29分開会 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 

議会報告会で上がってきました件について、ちょっと横にそれたところがありますんで、

戻して、御質問等ありましたら、お願いします。 

樋󠄀口伸一郎委員 

直接関係ないんですけど、考え方というか、予定というか、わかる範囲で教えていただけ
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ればと思うんですけど。 

３号線の拡張工事が予定されてまして、今、市民球場と基里運動広場のところで、野球場

なんですけど、活用されていますよね。 

これ、拡張していくと、グラウンド側のほうに拡張するんで、今のままでも、例えば、ネ

ットを国道３号側に越していっているっていうような事例はあっているんで、これが、また

儀徳町グラウンドがなくなってしまったように同様な予測をしていたほうが無難になるかな

と思うんですよ。 

４車線になって、なおかつ車の台数もどんどん進んでいく中で、越す距離は短くなるので、

弾道がどんどん越していけば、これもまた活用できなくなる可能性が高くあるかと思うんで、

よかったら、やっぱり野球場に関して市民球場だけになっちゃえば、中学校とかの活用も考

えていかないといけないけど、やっぱり生徒とか、部活とか、そうしたところの差し支えは

あってはならんと思うので、そうした意味でも、もうどんどん迫ってきているのかなあと思

うんですよね。 

いよいよなくなってくる、この市役所グラウンドもそうですし、今川グラウンドもなくな

ったので。市民球場だけだと、さすがにもう、さまざまな対応が困難になるかという時期が

迫ってきたかと思うんですけど、そのあたりの考え方というか。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 

基里運動広場に関しましては、おっしゃるとおり、国道３号の拡幅で支障するということ

で、今、支障物件、支障範囲については、提示を受けております。 

それで、基本的な考え方としては、補償を受けて、市のほうでその補償プラスアルファで

再度ネットをつくりなおすということで、今、提示を受けております。 

今、御心配されておりますネットの高さを高くして、越えないような形で補償をいただき

たいということで今、交渉を進めております。 

ですから、基本的には基里運動広場も野球ができるような、存続できるような形で考えて

いきたいということで今、整理をしております。 

ただ、将来的には、おっしゃるとおり、野球場が不足しているのは、現実として問題であ

りますので、本当に早目に、具体的な場所とか財源を確保しながら、検討を図りながら、設

置をしていきたいなというふうに思っております。 

樋󠄀口伸一郎委員 

検討は、具体的にどうしたらいいというのは、確かにわかんないと思うんですけど、やっ

ぱり、物理的に考えても、今でも相当高いネットがつくられていて、さらに２車線分という

か、１車線以上狭くなれば、それなりのネットが必要になって、結構、市民球場の何枚かの



 - 32 - 

ネットをかけるときも多額のお金がかかっているので、それを全面にってなったら、多分、

相当田んぼとか山、切り開いてできるぐらいかかってもおかしくないかなっていうふうにも

考えられるので。 

それはもう、あくまでも今の段階では何も言えんので。 

ただ、どうしても使用制限がかかる可能性が大きくなるし、仮に十分な運動ができる広場

にしようと思えば、それなりの金をかけてネットを高くしないといけないっていうのは、も

う明白かなっていうところなんで、今言われたように、さまざまな検討をされて、また、そ

の検討の内容が出てきていますっていう情報が新たにわかれば、委員会のほうに申し出てい

ただければありがたいなと思っております。 

成冨牧男委員 

この野球場、要は、絶対数が不足しとるっちゅう話でしょう。（「はい」と呼ぶ者あり） 

それで、ちょっと単純な質問ですけど、学校グラウンドは使えないとか、使ったらいかん

とか、もしくは使えない、使おうにも尺に合わんたいっていうことなのか、使えない理由が

あるのか、そこら辺のところを教えてください。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 

学校施設に関しては、学校長の判断で貸し借り、使用許可はされていますので、市の施設

で言えば、ナイター照明がついている麓小学校、田代小学校につきましては、５時から９時

まで社会体育施設として、許可権限を持っております。 

それ以外については、学校施設としての校長の許認可、教育委員会の許認可になっており

ます。 

成冨牧男委員 

そんなら、学校がよかって言えば、使えるっちゅう話。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 

そのとおりでございます。 

成冨牧男委員 

そうしたら、スポーツ振興課としては、そこら辺は、今のような、もう５時から以降はう

ちですじゃなくて、働きかけるようなことはしていいっちゃないと。もし、使えるとやった

ら。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 

我々の立場からすると、学校施設も有効に活用できるだけできればいいなというふうに思

っておりますので、以前は体育施設開放事業とかいう試みもありましたので――多分、今、

なくなっていると思いますけれども――そういったものも活用して、今は社会体育と学校体
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育をきちっと分けてはいないとは思うんですよね、もう分ける時代じゃあなくなってきてい

るとは思うんで。 

ですから、そこは融通をきかせていいのかなとは思いますけど。 

成冨牧男委員 

それじゃあ、戻るみたいだけど、現状はもう、１つも大人がやれそうなグラウンドも含め

て、やっていないっちゅうこと。 

佐藤道夫健康福祉みらい部次長兼スポーツ振興課長 

把握できておりません。 

成冨牧男委員 

ここで言われたのは、さっき藤田議員が言ったけど、これにかこつけてっていうのもある

かもしれんけど、やっぱり、野球場が絶対的に不足しているのであれば、もうちょっと、今、

申し上げたような学校施設を使うということも、もう少し真剣に考えて……、私、そこら辺

も含めて使って、足らんとかって思いよったら、きょう改めて、自分がいかに無知かっちゅ

うのがわかりましたけれども。 

中川原豊志委員長 

休憩します。 

 

  午前11時37分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時42分開会 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 

体育施設等についての改修計画、整備計画については、ほか、御意見ございましたらお伺

いしますが、よかですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、聞き取りを終わります。 

以上で、執行部からの説明を終わります。 

改めて議員間でこの協議結果を議長にお返しをするので、委員で協議をします。 

では、暫時休憩します。 
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  午前11時43分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時49分開会 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

中川原豊志委員長 

ただいま３つの市民からの意見等について、執行部のほうから説明を受けまして、いろい

ろ、こっちからも御意見や要望等を言ったところでございますけれども、議長のほうから調

査をしてくれっていうふうなことでしたんで、議長のほうにまたお返しをしたいと思います。 

その内容についてですけれども、例えば、皆さんのほうから、これだけは残しといてね、

入れといてねっていうところがあれば、お受けをしようかなと。 

あとは正副委員長にお任せいただけんかなというふうに思っておりますが、いかがですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、例えば子育て支援、子育てマップ、並びに病児保育について、これとこれはやっぱ

り残しておいてねっていうところがあれば、手短かにお願いしたいと思いますが。 

藤田昌隆委員 

さっき言ったように、市も入って、きちんとこういうマップの見直しを、もう一回してほ

しい。 

要するに、直接このマップ全体に金が行っているわけじゃないんやけど、これからいった

ら、きちんと市からの金も入っているんで。 

もう一回見直し、内容っていうか、お店の選定から、そういった基準までをせんとおかし

いんじゃないでしょうか。 

中川原豊志委員長 

休憩します。 
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  午前11時51分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時51分開会 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 

藤田昌隆委員 

この内容、目的としては、非常にいいと。ほかの市民の方からも評価されていると。 

それで、これを鳥栖市全体に、ぜひ広めたいというスタンスのもとに、じゃあもう一回、

市民協働とか、担当課と、それから地元と話し合いをして、それで、さらにいいものをつく

るために話し合いの場を持っていただいて、一緒にいいものつくってほしいということを要

望しておきます。 

中川原豊志委員長 

ほか。 

例えば、幼児保育についても、病児保育も一応、推進したいというふうな方向ばってん、

なかなかしてくれるところがないと。 

さらに協力をしてくれと、推進してくれというふうなことで、書くと思いますんで、そう

いう感じでよかですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

がん検診については…… 

森山林委員 

ちょっと、先ほどの意見には出とらんばってん、病後児保育も、駅前のレインボーか、田

代駅の、あそこはしとったですけれども。 

休日保育、これがたしか１園ありよったと思うじゃん、みどりヶ丘保育園かなんかが。 

ところが、これが全部なくなってしもうたとですよ。（「なくなりました」と呼ぶ者あり） 

さっき言おうかと思いよったとばってんがね、何でやろうかっていうと、結局、もう保育

園の先生がおらんということも含めて。延長保育はしよるばってんね。 

ところが、休日保育っちゅうとが、どこでもやめてしまったわけですよ。 

はっきり言うと門司先生のところでもやっておられた。しかし、それも合わないからとい

うことでやめられた。 
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中川原豊志委員長 

ちょっと、もう一回休憩します。 

 

  午前11時52分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後０時開会 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 

では、今、森山議員からありました休日保育等については、今後の課題ということで協議

をさせてもらうということで、お願いします。 

がん検診等については、一応、受診率の向上を、せっかくいい制度ですから、受診率の向

上につなげていただきたいと。他の市町よりも先進してやっている事業ですねということで。 

体育施設の整備計画については、体育館、陸上競技場、野球場等については、それぞれ話

を聞きましたので、そういったところを踏まえて確認をさせていただいて、議長にお返しを

したいと。 

内容等については、もう正副委員長に御一任いただくということで、よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、正副委員長に一任いただくということで、決しましたので、本日の日程を終了いた

します。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

中川原豊志委員長 

これをもちまして、厚生常任委員会を閉会いたします。 

 

 午後０時１分散会  
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